
福島第一原発の事故後、付近に暮らす住民の皆さんは
避難を余儀なくされました。今年で震災から早くも3年と
いう月日が経ちましたが、茨城県には今もそうした方々が
多く暮らしています。そんななか、NPO法人おたがいさ
までは、原発事故による避難者の支援活動を実施。それ
が、「ふくしま・ふれあい農園プロジェクト」です。
「まったく土地勘もなく、周りに親戚さえいない場所で
暮らすのは、誰だって相当のストレスと苦労が伴います。
そこで、家庭菜園を通じて避難者同士の交流が深まれば
と考えたのです」
と語るのは代表を務める只野光芳さん。只野さんは、

次のように当時を振り返ります。
「活動をスタートさせたの
は、東日本大震災から2年
が経過した2013年3月。ま
ずは、那珂市の休耕畑を借
りて、背丈ほどまで草が生
い茂っている土地を開墾す
ることからはじめました。
メンバーは10人ほどで、そ
のほとんどが、それまで浪江町や南相馬市などで暮らし
ていた40歳代から60歳代の方々ですね」
その後、多くの人からの協力や支援もあり、畑の広さ

は約4,200平米まで拡大し、ビニールハウスも設置。今で
は、季節に応じてトマト、ネギ、ジャガイモ、キュウリ、
かぼちゃ、ブロッコリー、丹波黒豆、トウモロコシ、大根、
白菜など、25種類以上の野菜作りを行い、常陸太田市
赤土町では蕎麦を栽培しているそうです。

そして、毎年、収穫し
た作物を使った芋煮会や
味噌作り、また蕎麦打ち
体験など、さまざまなイ
ベントを実施し、精力的
に活動の輪を広げていま
す。

農園のメンバーは毎週土曜
日に集まり、午前中に畑作業
を終え、午後は故郷の情報
交換を行うなど、会話を楽し
む時間。参加者のひとりで浪
江町出身の髙﨑さんは、「一
日中、家に閉じこもっている

と、ただただ時間だけが過ぎていってしまいます。その
ため、外に出て野菜作りを通じて同郷の人たちと会話を
することは、私にとって本当に大切な時間。なにより、浪
江弁を使って周りに気を遣わず、お喋りできる環境がい
いですね」と明るく話します。
そんな髙﨑さんと只野さんの出会いは、浪江町が町民

に向けて開催している「おしゃべり会」だったそうです。
そこから、髙﨑さんが
友人に声をかけ、メン
バーが増えていったとい
います。まさに、人と人
とのつながりで集まった
のが、農園の人たちな
のです。
最後に只野さんは、今後の展望について、「原発事故が

いつ終息するかはわかりませんが、さまざまな人と協力し
てメンバーを増やしていき、お互いに助け合いながら、一
歩ずつ前に進んでいきたいですね」と力強く語ります。
原発事故を機に、一度バラバラになってしまったコミュ

ニティの輪。それが野菜作りをきっかけに、ここ茨城で
再びつながりつつあると強く感じられる活動でした。

環境に配慮して再生紙と大豆油インキを使用しています
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『だれもが  その人らしく  安心して暮らせる福祉社会の実現』をめざして

代表の只野光芳さん

この日も力を合わせて畑作業
お喋りは大切なコミ

ュニケーションの時
間

元気にお話をしてくださった髙﨑幸子さん

再びつながりつつあると強く感じられる活動でした。

この日収穫した白菜とブロッコリー

さまざまな野菜を育てている畑
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苦情解決事業実績について
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茨城県介護支援専門員実務研修受講試験のご案内
介護支援専門員更新・再研修のご案内

7 「ふくし職働」をご利用ください
福利厚生センター会員交流事業のご案内
新設福祉施設のご紹介
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トワーク運動
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1
　甚大な被害をもたらした東日本大震災の発生から３年が
経ちましたが、現在も復旧・復興に向けた取り組みが続け
られております。この東日本大震災においては、人と人と
の「絆」の大切さが再認識されました。人と人との関係が
希薄になりつつある現代社会においてこそ、絆を大切にし、
みんなで助け合い、お互いが信頼し合える地域社会づくり
を進める必要があります。
　また、経済・雇用情勢については、改善を示す動きも見
られる一方で、急速な少子高齢化が進行しており、社会保
障費は増大し続けております。そのため、社会保障と税の
一体改革等に基づき、医療や介護、福祉の各分野で新しい
仕組みが検討されています。
　このような中、本会としては、行政、市町村社協をはじめ、

社会福祉関係施設・団体等とさらなる連携強化を図りな
がら、これらの対策を円滑に進め「だれもが　その人らし
く　安心して暮らせる福祉社会の実現」のため、社会的使
命を果たしていく必要があります。
　このため、平成25年度に策定した第４次茨城県地域福
祉活動推進プランに基づき、住民主体の支え合い活動であ
るサロン活動の普及促進、フェスティバル開催等によるボ
ランティア・市民活動の支援、就職相談会や研修の実施等
による福祉・介護分野の人材確保と育成、生活福祉資金貸
付等による生活困窮者支援、日常生活に支障のある方の自
立支援、苦情解決相談やサービス評価による福祉サービス
の向上、ねんりんスポーツ大会開催等による高齢者の健康・
生きがいづくり等に取り組んでまいります。

重 点 事 業

予  算

使 命 1 　 支 え 合 う 福 祉

平成26年度 茨城県社会福祉協議会一般会計　収支予算

■ 約束１　福祉の大切さを伝える
　東日本大震災からの復旧・復興に向かうにあたり、住
民同士のつながりや支え合いの大切さを改めて知らされ
ました。本会では、人と人とが支え合う大切さを「はんど
ちゃんネットワーク運動」、「福祉教育の推進」等を通じて
伝えて行きます。また、福祉に関する情報を収集すると
ともに、ホームページや広報誌を通じて、適切にわかり
やすく情報を伝えます。

■ 約束２　福祉の大切さに気づいた人を支える・つなげる
　福祉の大切さに気づいた人たちは、その思いをボラン

ティアや市民活動という形に変えて地域に貢献しています。
本会では、人の思いの実現を後押しするとともに、ボラン
ティア活動や市民活動に取り組む方の支援や関係機関・団
体との連携を図るため、ネットワークの構築を図ります。
　また、高齢者がいつまでも生きがいを持ち、健康に暮ら
し続けられるよう、「いばらきねんりんスポーツ大会・交
流大会の開催」、「ニュースポーツの普及推進」、「元気シニ
ア地域貢献事業の実施」、「わくわく元気アップ講座の開催」
により、高齢者の健康と生きがいづくりを支援し、社会参
加活動の促進に努めます。

使 命 ２ 　 安 心 し て 利 用 で き る 福 祉

■ 約束３　その人らしさを引き出し・守る
　県民一人ひとりが安心して豊かに暮らすためには、個
人の尊厳や権利が守られることが必要です。本会では、
暮らしの中で課題や不安を抱える人たちに対して、「日常
生活自立支援事業」や「運営適正化委員会事業」に取り組
むことにより、耳を傾け、時には寄り添い、手を差し伸
べることにより、自立を側面から支援します。
　また、「福祉サービス第三者評価事業」及び「認知症高齢
者グループホーム等の外部評価事業」を行い、評価結果を
公表することにより、福祉サービスを利用する人たちが
福祉サービスを適切に利用できるよう援助します。

■ 約束４　生活困窮者への自立支援
　県民が安心して社会生活を送るためには、心身の健康
はもちろんのことですが、経済的に安定していることが
大切です。本会では、経済的理由により暮らしに不安や
困難を抱えている人に対して、必要に応じて生活福祉資
金の貸付制度の利用を促すなど、自立した生活に少しで
も近づけるよう支援を行います。
　また、生活困窮者が抱える経済的な不安を軽減し、負
の連鎖を断ち切り、自立を支援するため、関係制度への
コーディネートや関係機関とのネットワークづくりに取
り組みます。

使 命 ３ 　 質 の 高 い 福 祉 と 協 働 す る 福 祉

使 命 ４ 　 切 り 拓 く 福 祉 使 命 ５ 　 前 進 す る 県 社 協

■ 約束５　福祉を支える人を増やし・資質を高める
　少子高齢化が進む中、社会では福祉サービスに対する期
待が高まっている一方、社会福祉施設・事業所では慢性的
な人材不足が深刻化しています。本会では、社会福祉施設・
事業所が福祉ニーズに対応した福祉人材を確保するため、
社会福祉事業に就職を希望する方への就業の相談・援助や、
福祉の就職総合フェア（就職相談会）等を実施するととも
に、介護支援専門員の養成・充実を図ります。
　また、福祉施設に従事する方々に対し、「民間社会福祉
施設職員等退職手当支給事業」や「福利厚生センター事業」
により、福利厚生面に関するを支援を行います。

　さらに、社会福祉事業従事者の専門職としての資質向上
を一層高め、多様化するニーズに対応できるよう、福祉人
材の育成に取り組みます。

■ 約束６　関係機関・団体等と支え合い共に歩む
　本会では、市町村域を超えた広域で展開される事業につ
いて、様々な関係機関や団体などと連携し、協働すること
が求められています。国や県の動向を的確に把握し、関係
機関・団体などに伝えていき、県、市町村社協、社会福祉
団体、社会福祉施設、事業所などと有機的に連携しながら
県域における質の高い福祉を目指します。

■ 約束７　ニーズに気づき・こたえる
　私たちの暮らしにおいては、常に新たな問題・課題が発
生しています。本会では、常に社会の変化を敏感に捉え、
その問題・課題の中にあるニーズの把握に努め、それらニー
ズについて、十分な検討を行います。
　また、検討結果を踏まえ、課題解決に向けた事業化や関
係団体への提言等の対応策を講じます。

■ 約束８　歩み続ける県社協
　福祉を取り巻く環境は、常に社会の変化と隣り合わせに
あります。変化する福祉情勢に対応するためには、それに
対応できる組織体制を構築し、組織を支える人（職員）や
十分な財源の確保が必要となります。
　本会では、変化する社会情勢に対応できる人を育て、ま
た、歩み続けられるしなやかな組織づくりと、十分な事業
展開を行うための財源を確保します。
　さらに、東日本大震災を教訓として、「災害備蓄の整備」
や「関係機関との連携強化」を図るなど、災害時における
支援体制づくりにも取り組みます。

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
負担金収入
受取利息配当金収入
その他の収入（事業活動）
基金積立資産取崩収入
積立資産取崩収入
生活福祉資金会計繰入金収入
事業区分間繰入金収入
サービス区分間繰入金収入
前期末支払資金残高

■ 経常収入・施設整備収入・財務収入他（千円） ■ 経常支出・施設整備支出・財務支出他（千円）
予算額

収入合計

22,122
7,217

328,605
769,966
2,000

624,723
12,190
131,360

903
50

235,921
581

2,498
23,126
18,897

2,180,159

人件費支出
事業費支出
事務費支出
貸付事業支出
分担金支出
助成金支出
負担金支出
固定資産取得支出
基金積立資産支出
積立資産支出
事業区分間繰入金支出
サービス区分間繰入金支出
その他の活動による支出
予備費支出

予算額勘定科目勘定科目

支出合計

260,196
1,138,158
21,849
27,021
1,390

144,246
8,504
438

5,852
536,704
1,995
23,126
7,776
2,904

2,180,159
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　県民一人ひとりが安心して豊かに暮らすためには、個
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福祉サービスを適切に利用できるよう援助します。

■ 約束４　生活困窮者への自立支援
　県民が安心して社会生活を送るためには、心身の健康
はもちろんのことですが、経済的に安定していることが
大切です。本会では、経済的理由により暮らしに不安や
困難を抱えている人に対して、必要に応じて生活福祉資
金の貸付制度の利用を促すなど、自立した生活に少しで
も近づけるよう支援を行います。
　また、生活困窮者が抱える経済的な不安を軽減し、負
の連鎖を断ち切り、自立を支援するため、関係制度への
コーディネートや関係機関とのネットワークづくりに取
り組みます。

使 命 ３ 　 質 の 高 い 福 祉 と 協 働 す る 福 祉

使 命 ４ 　 切 り 拓 く 福 祉 使 命 ５ 　 前 進 す る 県 社 協

■ 約束５　福祉を支える人を増やし・資質を高める
　少子高齢化が進む中、社会では福祉サービスに対する期
待が高まっている一方、社会福祉施設・事業所では慢性的
な人材不足が深刻化しています。本会では、社会福祉施設・
事業所が福祉ニーズに対応した福祉人材を確保するため、
社会福祉事業に就職を希望する方への就業の相談・援助や、
福祉の就職総合フェア（就職相談会）等を実施するととも
に、介護支援専門員の養成・充実を図ります。
　また、福祉施設に従事する方々に対し、「民間社会福祉
施設職員等退職手当支給事業」や「福利厚生センター事業」
により、福利厚生面に関するを支援を行います。

　さらに、社会福祉事業従事者の専門職としての資質向上
を一層高め、多様化するニーズに対応できるよう、福祉人
材の育成に取り組みます。

■ 約束６　関係機関・団体等と支え合い共に歩む
　本会では、市町村域を超えた広域で展開される事業につ
いて、様々な関係機関や団体などと連携し、協働すること
が求められています。国や県の動向を的確に把握し、関係
機関・団体などに伝えていき、県、市町村社協、社会福祉
団体、社会福祉施設、事業所などと有機的に連携しながら
県域における質の高い福祉を目指します。

■ 約束７　ニーズに気づき・こたえる
　私たちの暮らしにおいては、常に新たな問題・課題が発
生しています。本会では、常に社会の変化を敏感に捉え、
その問題・課題の中にあるニーズの把握に努め、それらニー
ズについて、十分な検討を行います。
　また、検討結果を踏まえ、課題解決に向けた事業化や関
係団体への提言等の対応策を講じます。

■ 約束８　歩み続ける県社協
　福祉を取り巻く環境は、常に社会の変化と隣り合わせに
あります。変化する福祉情勢に対応するためには、それに
対応できる組織体制を構築し、組織を支える人（職員）や
十分な財源の確保が必要となります。
　本会では、変化する社会情勢に対応できる人を育て、ま
た、歩み続けられるしなやかな組織づくりと、十分な事業
展開を行うための財源を確保します。
　さらに、東日本大震災を教訓として、「災害備蓄の整備」
や「関係機関との連携強化」を図るなど、災害時における
支援体制づくりにも取り組みます。

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
負担金収入
受取利息配当金収入
その他の収入（事業活動）
基金積立資産取崩収入
積立資産取崩収入
生活福祉資金会計繰入金収入
事業区分間繰入金収入
サービス区分間繰入金収入
前期末支払資金残高

■ 経常収入・施設整備収入・財務収入他（千円） ■ 経常支出・施設整備支出・財務支出他（千円）
予算額

収入合計

22,122
7,217

328,605
769,966
2,000

624,723
12,190
131,360

903
50

235,921
581

2,498
23,126
18,897

2,180,159

人件費支出
事業費支出
事務費支出
貸付事業支出
分担金支出
助成金支出
負担金支出
固定資産取得支出
基金積立資産支出
積立資産支出
事業区分間繰入金支出
サービス区分間繰入金支出
その他の活動による支出
予備費支出

予算額勘定科目勘定科目

支出合計

260,196
1,138,158
21,849
27,021
1,390

144,246
8,504
438

5,852
536,704
1,995
23,126
7,776
2,904

2,180,159
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教育支援資金貸付制度のご案内教育支援資金貸付制度のご案内

　茨城県では、高齢者が長年培ってきた豊富な知識・
技術・経験・ノウハウなどを、地域活動に積極的に
活かしてもらおうと「元気シニアバンク」を開設して
います。
　元気シニアバンクに登録された高齢者の方々は「茨
城シニアマスター」として、利用希望団体からの依
頼を受けた「茨城わくわくセンター」からの紹介によ

り原則無償で活動します。
　当バンクを利用できる団体は、公民館、子ども会、
保育園、幼稚園、小中学校、放課後子どもクラブ、
老人クラブ、高齢者サロン、高齢者施設など県内に
活動拠点を置く団体、社会福祉施設等です。（ご利用
にあたっては、交通費、材料代をご負担していただ
く事があります。）

　茨城県社協は、地域の福祉活動及び福祉に関わる人材の育
成等の推進を目的として、常磐大学と包括連携協定を締結し、
平成26年２月26日に水戸市内のホテルで協定締結式を実施し
ました。
　茨城県社協が大学と連携協定を結ぶのは、初めての取り組
みです。常磐大学様には、これまでも各種研修会や福祉の職
場説明会の開催など、茨城県社協の実施する事業にご協力を
いただいてきましたが、協定を締結することで、さらに幅広
く密接に連携し、より充実した内容の事業を展開していきた
いと考えています。

　運営適正化委員会では、福祉サービスの
サービス内容に関する疑問や不満などの相談
を受け付けています。
　平成25年度は苦情が64件、相談が20件で
した。多かった苦情は、サービス内容につい
ての苦情で、職員の接遇やサービスの質や量
に関することが30件と半分近くを占めてい
ました。
　相談受付は、月曜日から金曜日の９時から
17時まで（土、日、祝祭日は休み）です。
　相談は無料で、プライバシーは厳守いたし
ます。お気軽にお電話ください。

≪相談・問い合わせ先≫
運営適正化委員会事務局
TEL：029-305-7193（直通）

　学校教育法に規定する高等学校、大学（短期大学
及び専修学校の専門課程を含む）、又は高等専門学校
に就学するために必要な費用（授業料など）や、それ
らの学校に入学するときに必要となる経費（入学金
など）の貸し付けをしています。

　貸し付けの対象となる世帯は、茨城県内に居住す
る一定の所得額以下の世帯です。お住まいの市町村
や世帯の状況（人数など）によって所得額の条件が異
なります。

介護予防体操、ニュースポーツ、ウォーキング
健康・スポーツ分野

文化・芸術分野 楽器演奏、演劇、詩吟、相撲甚句、書道、絵画、川柳、

コーラス、ダンス、舞踊、歌の公演、しめ縄づくり

趣味・教養分野 茶道、生け花、手芸、ちぎり絵、絵手紙、おもちゃづくり、

民話、昔遊び、郷土芸能、手品、将棋、健康マージャン、

牛乳パックリサイクル、ネイチャーゲーム、パッチワー

クキルト、英会話

減災講習、自然案内、料理教室、環境保全、交通

事故を起こさない・遭わない、日本語教室

子育て支援（講話）

介護・地域活動分野

子育て分野

登録分野 主な提供内容　

○利用したいとき
　「茨城シニアマスター紹介申込書」により、茨城わくわくセンター

宛にお申し込みください。活動団体を決定し、紹介します。
○登録したいとき
　「元気シニアバンク登録申請書」により、茨城わくわくセ

ンターあてにお申し込みください。（登録要件有）

茨城県社会福祉協議会

○茨城シニアマスターの分野別登録状況

和紙ちぎり絵を指導中のシニアマスター「八色会」）

インターネットからは トップページの「おすすめコンテンツ」内の「元気シニアバンク」をご覧ください。

■問い合わせ先 茨城わくわくセンター
TEL：029-243-8989　 FAX：029-244-4652

「だまされた振り作戦」にご協力を！
○ 県警では、振り込め詐欺撲滅のため、皆さんのご協力を得て「だまされた振り作戦」を行っています。
○ 「だまされた振り作戦」とは、

※ 貸付限度額の範囲内で、必要最小限の額の貸付となります。
※ 同じ目的で、日本学生支援機構、母子福祉資金等公的融資を既に利用されている方やこれから利用される方は貸付対象外となります。
※ 利用にあたっては、いくつかの要件を満たす必要がありますのでご留意ください。

資 金 種 類 貸　付　限　度

高校　月３５,０００円以内
高専　月６０,０００円以内
短大　月６０,０００円以内
大学　月６５,０００円以内

５００,０００円以内

据 置 期 間 償還期限 貸付利子

無利子２０年以内（卒業後）
６月以内

教育支援費

就学支度費

詳しくは、市町村社会福祉協議会、地区担当の民生委員または県社協にご相談ください。

「風邪を引いて声が変わった」
「携帯電話の番号が変わった」
「バックをなくして弁償」

「警察官や銀行員がカードを預かる」

息  子

警  察
銀  行

「未公開株で必ず儲かる」
「当選番号を教える」

投　資
宝くじ

があった時、皆さんにだまされた振りをしてもらい

犯人の電話番号 振込先の口座番号 などを聞き出してもらい、警察へ通報してもらう作戦です。

○振り込め詐欺撲滅のため、皆さんのご協力が必要です。ぜひとも作戦へのご協力をお願いします。
■問い合わせ先 茨城県警察振り込め詐欺対策室　　TEL：029-301-0074

ご紹介します！

どうですか？

シニアマスター わくわくセンター 利用者

お役に立ち
たいな♪

イベントに協力して
くれる人、誰かいな
いかなあ？

常磐大学と包括連携協定を締結

高校以上の修学に必要な資金を“無利子”で貸付しています

苦情解決事業実績について

協定書を交わした常磐大学  森学長（左）と茨城県社協  関会長（右）

振り込め詐欺と思われる、
不審な電話

元気シニアバンクをご利用ください。元気シニアバンクをご利用ください。

茨 城 県 警 察 か ら の お 知 ら せ
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教育支援資金貸付制度のご案内教育支援資金貸付制度のご案内

　茨城県では、高齢者が長年培ってきた豊富な知識・
技術・経験・ノウハウなどを、地域活動に積極的に
活かしてもらおうと「元気シニアバンク」を開設して
います。
　元気シニアバンクに登録された高齢者の方々は「茨
城シニアマスター」として、利用希望団体からの依
頼を受けた「茨城わくわくセンター」からの紹介によ

り原則無償で活動します。
　当バンクを利用できる団体は、公民館、子ども会、
保育園、幼稚園、小中学校、放課後子どもクラブ、
老人クラブ、高齢者サロン、高齢者施設など県内に
活動拠点を置く団体、社会福祉施設等です。（ご利用
にあたっては、交通費、材料代をご負担していただ
く事があります。）

　茨城県社協は、地域の福祉活動及び福祉に関わる人材の育
成等の推進を目的として、常磐大学と包括連携協定を締結し、
平成26年２月26日に水戸市内のホテルで協定締結式を実施し
ました。
　茨城県社協が大学と連携協定を結ぶのは、初めての取り組
みです。常磐大学様には、これまでも各種研修会や福祉の職
場説明会の開催など、茨城県社協の実施する事業にご協力を
いただいてきましたが、協定を締結することで、さらに幅広
く密接に連携し、より充実した内容の事業を展開していきた
いと考えています。

　運営適正化委員会では、福祉サービスの
サービス内容に関する疑問や不満などの相談
を受け付けています。
　平成25年度は苦情が64件、相談が20件で
した。多かった苦情は、サービス内容につい
ての苦情で、職員の接遇やサービスの質や量
に関することが30件と半分近くを占めてい
ました。
　相談受付は、月曜日から金曜日の９時から
17時まで（土、日、祝祭日は休み）です。
　相談は無料で、プライバシーは厳守いたし
ます。お気軽にお電話ください。

≪相談・問い合わせ先≫
運営適正化委員会事務局
TEL：029-305-7193（直通）

　学校教育法に規定する高等学校、大学（短期大学
及び専修学校の専門課程を含む）、又は高等専門学校
に就学するために必要な費用（授業料など）や、それ
らの学校に入学するときに必要となる経費（入学金
など）の貸し付けをしています。

　貸し付けの対象となる世帯は、茨城県内に居住す
る一定の所得額以下の世帯です。お住まいの市町村
や世帯の状況（人数など）によって所得額の条件が異
なります。

介護予防体操、ニュースポーツ、ウォーキング
健康・スポーツ分野

文化・芸術分野 楽器演奏、演劇、詩吟、相撲甚句、書道、絵画、川柳、

コーラス、ダンス、舞踊、歌の公演、しめ縄づくり

趣味・教養分野 茶道、生け花、手芸、ちぎり絵、絵手紙、おもちゃづくり、

民話、昔遊び、郷土芸能、手品、将棋、健康マージャン、

牛乳パックリサイクル、ネイチャーゲーム、パッチワー

クキルト、英会話

減災講習、自然案内、料理教室、環境保全、交通

事故を起こさない・遭わない、日本語教室

子育て支援（講話）

介護・地域活動分野

子育て分野

登録分野 主な提供内容　

○利用したいとき
　「茨城シニアマスター紹介申込書」により、茨城わくわくセンター

宛にお申し込みください。活動団体を決定し、紹介します。
○登録したいとき
　「元気シニアバンク登録申請書」により、茨城わくわくセ

ンターあてにお申し込みください。（登録要件有）

茨城県社会福祉協議会

○茨城シニアマスターの分野別登録状況

和紙ちぎり絵を指導中のシニアマスター「八色会」）

インターネットからは トップページの「おすすめコンテンツ」内の「元気シニアバンク」をご覧ください。

■問い合わせ先 茨城わくわくセンター
TEL：029-243-8989　 FAX：029-244-4652

「だまされた振り作戦」にご協力を！
○ 県警では、振り込め詐欺撲滅のため、皆さんのご協力を得て「だまされた振り作戦」を行っています。
○ 「だまされた振り作戦」とは、

※ 貸付限度額の範囲内で、必要最小限の額の貸付となります。
※ 同じ目的で、日本学生支援機構、母子福祉資金等公的融資を既に利用されている方やこれから利用される方は貸付対象外となります。
※ 利用にあたっては、いくつかの要件を満たす必要がありますのでご留意ください。

資 金 種 類 貸　付　限　度

高校　月３５,０００円以内
高専　月６０,０００円以内
短大　月６０,０００円以内
大学　月６５,０００円以内

５００,０００円以内

据 置 期 間 償還期限 貸付利子

無利子２０年以内（卒業後）
６月以内

教育支援費

就学支度費

詳しくは、市町村社会福祉協議会、地区担当の民生委員または県社協にご相談ください。

「風邪を引いて声が変わった」
「携帯電話の番号が変わった」
「バックをなくして弁償」

「警察官や銀行員がカードを預かる」

息  子

警  察
銀  行

「未公開株で必ず儲かる」
「当選番号を教える」

投　資
宝くじ

があった時、皆さんにだまされた振りをしてもらい

犯人の電話番号 振込先の口座番号 などを聞き出してもらい、警察へ通報してもらう作戦です。

○振り込め詐欺撲滅のため、皆さんのご協力が必要です。ぜひとも作戦へのご協力をお願いします。
■問い合わせ先 茨城県警察振り込め詐欺対策室　　TEL：029-301-0074

ご紹介します！

どうですか？

シニアマスター わくわくセンター 利用者

お役に立ち
たいな♪

イベントに協力して
くれる人、誰かいな
いかなあ？

常磐大学と包括連携協定を締結

高校以上の修学に必要な資金を“無利子”で貸付しています

苦情解決事業実績について

協定書を交わした常磐大学  森学長（左）と茨城県社協  関会長（右）

振り込め詐欺と思われる、
不審な電話

元気シニアバンクをご利用ください。元気シニアバンクをご利用ください。

茨 城 県 警 察 か ら の お 知 ら せ
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ふれあって くらしをささえる しあわせな 職業 どう？
「ふくし職働」をご利用ください。

【　　　　　　】

【　　　　　　】

平成26年度茨城県介護支援専門員実務研修受講試験のご案内

平成26年10月26日（日）午前10時開始　　

大成女子高等学校、茨城キリスト教大学、流通経済大学、つくば国際会議場

６月３日（火）～７月16日（水）

７,５００円（銀行窓口振込）　※振込手数料は自己負担

６月３日（火）～７月16日（水）当日消印有効　　※簡易書留で郵送されたもののみ受付

12月10日（水）午前10時

県社協ホームページをご覧ください。

保健・医療・福祉の分野で通算５年以上かつ９００日以上又は通算10年以上かつ１,８００日以上
の実務経験を有し、以下のいずれかに該当する者
　・現在茨城県内で受験対象資格の業務に従事している者
　・現在受験対象資格の業務に従事していないが、住所が茨城県内にある者

● 福祉の仕事／資格の相談

● 暮れ六つ講座（隔週火曜日）

　　 就職活動や福祉の仕事に活かせる実践的な講座です。

● 夕暮れしゃべり場（隔週水曜日）

　　 仕事や就職活動の悩み・不安・やりがいについて

　　 語り合えるサロンです。

※ 参加費は無料です

● 木になる講座（隔週木曜日）

　　 福祉施設利用者に楽しんでもらえるレクリエー

　　 ション技術習得のための講座です。

● おひさま講座

　　 昼間に実施する、福祉の仕事の実践講座です。　介護支援専門員の
資格を持つ方へ

試 験 期 日

試 験 会 場

受 験 資 格

実施案内配布

受 験 手 数 料

願書受付期間

合 格 発 表

試 験 詳 細

平成26年度介護支援専門員更新（実務未経験者向け）・再研修のご案内

目 的

更新研修対象者

再研修対象者

定 員

研 修 期 間

研 修 課 程

6

実施要項・申込み方法の詳細については、県社協ホームページにも掲載いたしますので、併
せてご利用ください。

「実務経験者向けの介護支援専門員更新研修」および「介護支援専門員専門研修」の受講対象者が、
本研修を受講・修了しても、更新手続きはできません（更新要件を満たしたことにはなりません）
ので、十分にご注意ください。

〒310-8586　水戸市千波町１９１８
茨城県社会福祉協議会　福祉人材・研修部 　TEL：029-244-4544

原則として、介護支援専門員として茨城県に登録をした者で、登録後５年以上実務に従事して
いない者、または、実務経験はあるがその後、実務に従事する予定がないとして更新を行わなかっ
た者等で、今後、新たに介護支援専門員証の交付を受けようとする者（有効期間満了者）

２７０名（予定）
※ただし、次年度以降、介護支援専門員として実務従事予定者を優先します。

申込・問い合わせ先

そ の 他

注 意 事 項

平成26年７月31日（木）必着

平成26年10月上旬～ 12月中旬

申 込 締 切 日

前期課程４日間、後期課程３日間の計７日間（44時間以上）とし、前期課程と後期課程の間に実
習を行う。

（１）１回目の更新者
介護支援専門員登録証明の有効期間が１年以内（平成27年３月31日まで）に満了する者（登
録日が「平成21年４月１日から平成22年３月31日まで」の者）で、介護支援専門員として一
度も実務に従事していない者（実務未経験者）

（２）２回目の更新者
介護支援専門員登録証明の有効期間が１年以内（平成27年３月31日まで）に満了する者で、
１回目の更新後、実務に従事していない者

介護支援専門員証に有効期限が付されたことに伴い、介護支援専門員として実務に就いていな
い者が更新を行うとき、また、有効期間が切れた者が実務に就く際に、介護支援専門員として
必要な知識及び技術の再修得を図る。

新設福祉施設（増設を含む）の紹介
平成２６年２月１日～平成２６年４月３０日までの開設

TEL: 0296-44-5387
〒304-0028 下妻市下木戸字愛宕浦５４４番１

社会福祉法人 砂沼会特別養護老人ホーム 愛宕園

特別養護老人ホーム

定員／５０名（増設）

TEL: 029-354-8001
〒312-0052 ひたちなか市東石川３１８３－１

社会福祉法人 尚生会特別養護老人ホーム グリーンハウスひたちなか

定員／７０名

TEL: 0299-78-7880
〒311-2215 鹿嶋市和８２５番１

社会福祉法人 神和会特別養護老人ホーム 和の家

定員／２９名

福利厚生センター会員交流事業のご案内

　福利厚生センター茨城では、会員の皆様向けに下記
の会員交流事業を企画しております。
　企画の詳細につきましては、今後送付するチラシまた
はソウェルクラブホームページをご覧ください。

　「ふくし職働」では、福祉の仕事を希望する方や、福祉の仕事を続けていこうとする方をお手伝いするために、
各種講座や自由に話せる場（サロン）を開催しています。

　

事業名 実施日

○現在企画している会員交流事業

東京ドーム野球観戦　（巨人対中日）

リトルマーメイド（常磐・県西）

歌舞伎座　(演目未定）（常磐道・鹿行）

茨城空港発　秋の京都２泊３日

ワインの夕べ

クリスマスワンナイトクルーズ２日間

県社協ホームページをご覧ください。

茨城県福祉人材センター　TEL：029-244-4544

茨城県総合福祉会館2階 茨城県福祉人材センター内 「ふくし職働」ルーム

参 加 対 象

申 込 方 法

申込み・問い合わせ先

開 催 場 所

開 催 日 程

8/9

9/27

10/11

11/14～16

11/30

12/20～21

■ソウェルクラブ（福利厚生センター）茨城
茨城県社会福祉協議会　福祉事業部
TEL：029-241-1133　FAX：029-241-1434
HP：http://www.sowel.or.jp/

≪問い合わせ先≫

受講申込書に必要事項を記入の上、郵送又はFAXにて各講座開催日の2日前までにお申し込み
ください。（電話申込可）

福祉の職場に就職を希望する方、福祉の仕事に関心のある方
福祉の職場に関心のある高校生／専門学校生／短大生／大学生

おしながき（主な内容）

れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって くくくくくくくくくくくくらしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる 
茨城発　求職者支援強化事業

介護支援専門員を
目指す方へ
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ふれあって くらしをささえる しあわせな 職業 どう？
「ふくし職働」をご利用ください。

【　　　　　　】

【　　　　　　】

平成26年度茨城県介護支援専門員実務研修受講試験のご案内

平成26年10月26日（日）午前10時開始　　

大成女子高等学校、茨城キリスト教大学、流通経済大学、つくば国際会議場

６月３日（火）～７月16日（水）

７,５００円（銀行窓口振込）　※振込手数料は自己負担

６月３日（火）～７月16日（水）当日消印有効　　※簡易書留で郵送されたもののみ受付

12月10日（水）午前10時

県社協ホームページをご覧ください。

保健・医療・福祉の分野で通算５年以上かつ９００日以上又は通算10年以上かつ１,８００日以上
の実務経験を有し、以下のいずれかに該当する者
　・現在茨城県内で受験対象資格の業務に従事している者
　・現在受験対象資格の業務に従事していないが、住所が茨城県内にある者

● 福祉の仕事／資格の相談

● 暮れ六つ講座（隔週火曜日）

　　 就職活動や福祉の仕事に活かせる実践的な講座です。

● 夕暮れしゃべり場（隔週水曜日）

　　 仕事や就職活動の悩み・不安・やりがいについて

　　 語り合えるサロンです。

※ 参加費は無料です

● 木になる講座（隔週木曜日）

　　 福祉施設利用者に楽しんでもらえるレクリエー

　　 ション技術習得のための講座です。

● おひさま講座

　　 昼間に実施する、福祉の仕事の実践講座です。　介護支援専門員の
資格を持つ方へ

試 験 期 日

試 験 会 場

受 験 資 格

実施案内配布

受 験 手 数 料

願書受付期間

合 格 発 表

試 験 詳 細

平成26年度介護支援専門員更新（実務未経験者向け）・再研修のご案内

目 的

更新研修対象者

再研修対象者

定 員

研 修 期 間

研 修 課 程

6

実施要項・申込み方法の詳細については、県社協ホームページにも掲載いたしますので、併
せてご利用ください。

「実務経験者向けの介護支援専門員更新研修」および「介護支援専門員専門研修」の受講対象者が、
本研修を受講・修了しても、更新手続きはできません（更新要件を満たしたことにはなりません）
ので、十分にご注意ください。

〒310-8586　水戸市千波町１９１８
茨城県社会福祉協議会　福祉人材・研修部 　TEL：029-244-4544

原則として、介護支援専門員として茨城県に登録をした者で、登録後５年以上実務に従事して
いない者、または、実務経験はあるがその後、実務に従事する予定がないとして更新を行わなかっ
た者等で、今後、新たに介護支援専門員証の交付を受けようとする者（有効期間満了者）

２７０名（予定）
※ただし、次年度以降、介護支援専門員として実務従事予定者を優先します。

申込・問い合わせ先

そ の 他

注 意 事 項

平成26年７月31日（木）必着

平成26年10月上旬～ 12月中旬

申 込 締 切 日

前期課程４日間、後期課程３日間の計７日間（44時間以上）とし、前期課程と後期課程の間に実
習を行う。

（１）１回目の更新者
介護支援専門員登録証明の有効期間が１年以内（平成27年３月31日まで）に満了する者（登
録日が「平成21年４月１日から平成22年３月31日まで」の者）で、介護支援専門員として一
度も実務に従事していない者（実務未経験者）

（２）２回目の更新者
介護支援専門員登録証明の有効期間が１年以内（平成27年３月31日まで）に満了する者で、
１回目の更新後、実務に従事していない者

介護支援専門員証に有効期限が付されたことに伴い、介護支援専門員として実務に就いていな
い者が更新を行うとき、また、有効期間が切れた者が実務に就く際に、介護支援専門員として
必要な知識及び技術の再修得を図る。

新設福祉施設（増設を含む）の紹介
平成２６年２月１日～平成２６年４月３０日までの開設

TEL: 0296-44-5387
〒304-0028 下妻市下木戸字愛宕浦５４４番１

社会福祉法人 砂沼会特別養護老人ホーム 愛宕園

特別養護老人ホーム

定員／５０名（増設）

TEL: 029-354-8001
〒312-0052 ひたちなか市東石川３１８３－１

社会福祉法人 尚生会特別養護老人ホーム グリーンハウスひたちなか

定員／７０名

TEL: 0299-78-7880
〒311-2215 鹿嶋市和８２５番１

社会福祉法人 神和会特別養護老人ホーム 和の家

定員／２９名

福利厚生センター会員交流事業のご案内

　福利厚生センター茨城では、会員の皆様向けに下記
の会員交流事業を企画しております。
　企画の詳細につきましては、今後送付するチラシまた
はソウェルクラブホームページをご覧ください。

　「ふくし職働」では、福祉の仕事を希望する方や、福祉の仕事を続けていこうとする方をお手伝いするために、
各種講座や自由に話せる場（サロン）を開催しています。

　

事業名 実施日

○現在企画している会員交流事業

東京ドーム野球観戦　（巨人対中日）

リトルマーメイド（常磐・県西）

歌舞伎座　(演目未定）（常磐道・鹿行）

茨城空港発　秋の京都２泊３日

ワインの夕べ

クリスマスワンナイトクルーズ２日間

県社協ホームページをご覧ください。

茨城県福祉人材センター　TEL：029-244-4544

茨城県総合福祉会館2階 茨城県福祉人材センター内 「ふくし職働」ルーム

参 加 対 象

申 込 方 法

申込み・問い合わせ先

開 催 場 所

開 催 日 程

8/9

9/27

10/11

11/14～16

11/30

12/20～21

■ソウェルクラブ（福利厚生センター）茨城
茨城県社会福祉協議会　福祉事業部
TEL：029-241-1133　FAX：029-241-1434
HP：http://www.sowel.or.jp/

≪問い合わせ先≫

受講申込書に必要事項を記入の上、郵送又はFAXにて各講座開催日の2日前までにお申し込み
ください。（電話申込可）

福祉の職場に就職を希望する方、福祉の仕事に関心のある方
福祉の職場に関心のある高校生／専門学校生／短大生／大学生

おしながき（主な内容）

れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって れあって くくくくくくくくくくくくらしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる らしをささえる 
茨城発　求職者支援強化事業

介護支援専門員を
目指す方へ
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福祉・介護職場就職相談会

平成25年度　基金別払い出し状況

平成26年2月～4月　基金別預託状況（敬称略）

福祉・介護職を目指す方へ　～就職相談会・面接会のご案内～

茨城県はんどちゃん人づくり研修等事業

　茨城県福祉人材センター（無料職業紹介所）では、福祉・介護職を希望する方を対象に、「福祉・介護職場就職相談会」
や「地区別就職面接会」を開催しています。
≪申込・問い合わせ先≫　茨城県福祉人材センター　TEL：029-301-0294 　各基金の預託（寄付・寄贈）状況についてご報告いたします。基金の詳しい内容については県社協ホームページを

ご覧ください。心あたたまるご支援ありがとうございます。
　お預かりいたしました寄付・寄贈につきましては、預託者様からのご意向を尊重して使用させていただきます。

就職活動や資格等に関する相談をお受けします。

地区別就職面接会

「施設職員等研修ガイド」

研修担当者養成研修

コーチングスキル研修Aコース

コーチングスキル研修Bコース

7月

 9～10日

16～17日

 30～31日

クレーム対応力強化研修Aコース

OJTマネジメント研修Aコース

8月

 5～6日

27～28日

OJTマネジメント研修Bコース

社会福祉施設等安全運転研修

OJTマネジメント研修Cコース

9月

 　　3日～4日

6日

10～11日

※なお、県社協ホームページ「福祉の仕事・研修」からも研修案内が閲覧できますので、ぜひご活用ください。 

（平成26年7月～ 9月開催予定分）

参加対象

相談内容

参加方法

開 催 日

開催場所

・福祉の職場に就職を希望する方

・福祉の職場に関心のある高校生／専門学校生／短大生／大学生

・福祉の仕事／資格取得に関心のある方

・求人事業所の方

・求職に関する相談

・福祉の仕事／資格等の相談

・求人に関する相談

・相談無料

・予約制

各所１回／月（詳細な日程は県社協ホームページをご覧ください）

結城市、常陸太田市、高萩市、笠間市、牛久市、守谷市、坂東市、鉾田市、東海村、阿見町

福祉事業所との面談や福祉の仕事・資格等の情報提供を行います。

開 催 日
及び会場

参加対象

参加事業所

参加方法

７月１９日（土） １３：００～１５：００ 〔会場：ホテル天地閣（日立市旭町２－６－１３）〕
８月 ９ 日（土） １３：００～１５：００ 〔会場：結城市民文化センターアクロス（結城市新福寺８１６１－１）〕
８月２４日（日） １３：００～１５：００ 〔会場：笠間市立友部公民館（笠間市中央３－３－６）〕

各日程それぞれ２０事業所が参加予定です。現在職員を募集している事業所や、新卒者(平成２７年
３月卒業見込者)の採用のある事業所などが参加します。

参加は無料で、求職者の事前の申込・予約は不要です。当日、会場で受付いたします。
入退場は自由にできます。

福祉・介護の職場に就職を希望する方

わかち合おう小さな善意

ボランティア基金
預託者名　

646,597

646,597

金額（円）

善意金
預託者名　

10,287

75,680

500,000

585,967

金額（円）

合　計

合　計

交通遺児福祉基金
預託者名　

20,000

金額（円）

合　計

株式会社セイコーマート　茨城地区事務所

ボランティア基金

1,967,900

4,636,800

6,604,700

助成金額（円） 助成対象

合　計

ボランティア団体助成

市町村社協助成

9団体

24社協

交通遺児福祉基金

2,150,000

金額（円） 助成対象

就学奨励金 合計43名（小学校卒業18名
中学校卒業25名）

善意金

4,980,000

236,000

5,216,000

金額（円） 払い出し対象

合　計

指定払い出し 

団体助成  

22ヶ所

5団体

海老根　道雄

10,000大洗町交通安全母の会

丸大食品株式会社

茨城県PTA連絡協議会

公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会 茨城県協会

善意品
預託者名　 善意品 払出先名

株式会社  ポップサーカス

ＮＰＯ法人  フードバンク茨城

株式会社  ツルハホールディングス

ポップサーカス千葉公演招待  １５名

清涼飲料水  ４８ケース

杖  １００本

社会福祉施設

茨城県社会福祉協議会

市町村社会福祉協議会、茨城県社会福祉協議会

社会福祉施設車椅子  10台
株式会社  ツルハホールディングス
クラシエホールディングス株式会社

30,000

茨城県ＰＴＡ連絡協議会
より５０万円の寄付をい
ただきました。

株式会社ツルハホール
ディン グ ス 、クラ シ エ
ホールディングス株式会
社より車椅子の寄付をい
ただきました。

ご協力ありがとうございました。
平成26年度のボランティア基金、交通
遺児福祉基金、善意金の払い出し状況
は、年度末にご報告いたします。

使用済み切手・使用済みテレホンカード等
預託者名　 預託者名

社会福祉協議会（日立市、取手市、かすみがうら市、水戸市、東海村、小美玉市、常陸大宮市、
つくばみらい市、坂東市、常陸太田市、城里町、大洗町、鉾田市、美浦村、ひたちなか市、
五霞町、龍ケ崎市、土浦市、茨城町、八千代町、守谷市、阿見町、古河市、北茨城市）
　

富士ゼロックス茨城株式会社

茨城県教育研修センター

三井住友海上火災保険株式会社  茨城支店

株式会社  常南部品商会

茨城県庁内郵便局

茨城県庁

匿名

髙栁美幸、髙栁真美、眞子勉

株式会社  三共建設

株式会社  旭物産

太陽日酸東関東株式会社  水戸営業所

フコク生命  水戸支社  外野倶楽部

水戸緑岡郵便局

茨城県腎臓病患者連絡協議会

きらら館

平成25年度の各基金の払い出し（配分）状況についてご報告いたします。

平成２５年度　使用済み切手・使用済みカード等寄付の集計結果
★使用済み切手／３５５,６００円　（約4,162,726枚）
★使用済みカード／４,５００円　（約94,672枚）
★合　　計　３６０,１００円
※これらについては、ボランティア支援事業として使わせていただきます。
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福祉・介護職場就職相談会

平成25年度　基金別払い出し状況

平成26年2月～4月　基金別預託状況（敬称略）

福祉・介護職を目指す方へ　～就職相談会・面接会のご案内～

茨城県はんどちゃん人づくり研修等事業

　茨城県福祉人材センター（無料職業紹介所）では、福祉・介護職を希望する方を対象に、「福祉・介護職場就職相談会」
や「地区別就職面接会」を開催しています。
≪申込・問い合わせ先≫　茨城県福祉人材センター　TEL：029-301-0294 　各基金の預託（寄付・寄贈）状況についてご報告いたします。基金の詳しい内容については県社協ホームページを

ご覧ください。心あたたまるご支援ありがとうございます。
　お預かりいたしました寄付・寄贈につきましては、預託者様からのご意向を尊重して使用させていただきます。

就職活動や資格等に関する相談をお受けします。

地区別就職面接会

「施設職員等研修ガイド」

研修担当者養成研修

コーチングスキル研修Aコース

コーチングスキル研修Bコース

7月

 9～10日

16～17日

 30～31日

クレーム対応力強化研修Aコース

OJTマネジメント研修Aコース

8月

 5～6日

27～28日

OJTマネジメント研修Bコース

社会福祉施設等安全運転研修

OJTマネジメント研修Cコース

9月

 　　3日～4日

6日

10～11日

※なお、県社協ホームページ「福祉の仕事・研修」からも研修案内が閲覧できますので、ぜひご活用ください。 

（平成26年7月～ 9月開催予定分）

参加対象

相談内容

参加方法

開 催 日

開催場所

・福祉の職場に就職を希望する方

・福祉の職場に関心のある高校生／専門学校生／短大生／大学生

・福祉の仕事／資格取得に関心のある方

・求人事業所の方

・求職に関する相談

・福祉の仕事／資格等の相談

・求人に関する相談

・相談無料

・予約制

各所１回／月（詳細な日程は県社協ホームページをご覧ください）

結城市、常陸太田市、高萩市、笠間市、牛久市、守谷市、坂東市、鉾田市、東海村、阿見町

福祉事業所との面談や福祉の仕事・資格等の情報提供を行います。

開 催 日
及び会場

参加対象

参加事業所

参加方法

７月１９日（土） １３：００～１５：００ 〔会場：ホテル天地閣（日立市旭町２－６－１３）〕
８月 ９ 日（土） １３：００～１５：００ 〔会場：結城市民文化センターアクロス（結城市新福寺８１６１－１）〕
８月２４日（日） １３：００～１５：００ 〔会場：笠間市立友部公民館（笠間市中央３－３－６）〕

各日程それぞれ２０事業所が参加予定です。現在職員を募集している事業所や、新卒者(平成２７年
３月卒業見込者)の採用のある事業所などが参加します。

参加は無料で、求職者の事前の申込・予約は不要です。当日、会場で受付いたします。
入退場は自由にできます。

福祉・介護の職場に就職を希望する方

わかち合おう小さな善意

ボランティア基金
預託者名　

646,597

646,597

金額（円）

善意金
預託者名　

10,287

75,680

500,000

585,967

金額（円）

合　計

合　計

交通遺児福祉基金
預託者名　

20,000

金額（円）

合　計

株式会社セイコーマート　茨城地区事務所

ボランティア基金

1,967,900

4,636,800

6,604,700

助成金額（円） 助成対象

合　計

ボランティア団体助成

市町村社協助成

9団体

24社協

交通遺児福祉基金

2,150,000

金額（円） 助成対象

就学奨励金 合計43名（小学校卒業18名
中学校卒業25名）

善意金

4,980,000

236,000

5,216,000

金額（円） 払い出し対象

合　計

指定払い出し 

団体助成  

22ヶ所

5団体

海老根　道雄

10,000大洗町交通安全母の会

丸大食品株式会社

茨城県PTA連絡協議会

公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会 茨城県協会

善意品
預託者名　 善意品 払出先名

株式会社  ポップサーカス

ＮＰＯ法人  フードバンク茨城

株式会社  ツルハホールディングス

ポップサーカス千葉公演招待  １５名

清涼飲料水  ４８ケース

杖  １００本

社会福祉施設

茨城県社会福祉協議会

市町村社会福祉協議会、茨城県社会福祉協議会

社会福祉施設車椅子  10台
株式会社  ツルハホールディングス
クラシエホールディングス株式会社

30,000

茨城県ＰＴＡ連絡協議会
より５０万円の寄付をい
ただきました。

株式会社ツルハホール
ディン グ ス 、クラ シ エ
ホールディングス株式会
社より車椅子の寄付をい
ただきました。

ご協力ありがとうございました。
平成26年度のボランティア基金、交通
遺児福祉基金、善意金の払い出し状況
は、年度末にご報告いたします。

使用済み切手・使用済みテレホンカード等
預託者名　 預託者名

社会福祉協議会（日立市、取手市、かすみがうら市、水戸市、東海村、小美玉市、常陸大宮市、
つくばみらい市、坂東市、常陸太田市、城里町、大洗町、鉾田市、美浦村、ひたちなか市、
五霞町、龍ケ崎市、土浦市、茨城町、八千代町、守谷市、阿見町、古河市、北茨城市）
　

富士ゼロックス茨城株式会社

茨城県教育研修センター

三井住友海上火災保険株式会社  茨城支店

株式会社  常南部品商会

茨城県庁内郵便局

茨城県庁

匿名

髙栁美幸、髙栁真美、眞子勉

株式会社  三共建設

株式会社  旭物産

太陽日酸東関東株式会社  水戸営業所

フコク生命  水戸支社  外野倶楽部

水戸緑岡郵便局

茨城県腎臓病患者連絡協議会

きらら館

平成25年度の各基金の払い出し（配分）状況についてご報告いたします。

平成２５年度　使用済み切手・使用済みカード等寄付の集計結果
★使用済み切手／３５５,６００円　（約4,162,726枚）
★使用済みカード／４,５００円　（約94,672枚）
★合　　計　３６０,１００円
※これらについては、ボランティア支援事業として使わせていただきます。
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　県社協では、本会の趣旨・目的にご賛
同いただける会員を募集しております。
会員の皆様からいただいた会費は、本会
の貴重な財源のひとつとして、県内の地
域福祉向上に活用されます。皆様のご支
援・ご協力をお願いいたします。
■対象
正会員：本会の趣旨・目的に賛同する社
会福祉施設及び社会福祉団体・社会福
祉関係団体等
賛助会員：本会の趣旨・目的に賛同する
個人または団体等
■会費
　会員種別や団体種別等により異なり
ますのでお問い合わせください。
■特典
　・本会の事業に係る計画及び結果につ
　いてご報告いたします。
　・広報誌「いばらきの社会福祉」を送付
　いたします。
　・社会福祉大会にご参加いただけます。
■問い合わせ先
茨城県社会福祉協議会　総務部
TEL：029-241-1133
※本会ホームページにも詳細を掲載して
おります。

　
　
　県社協では，広報誌及びホームページ
バナーの広告を募集しています。
■広報誌「いばらきの社会福祉」広告
　・広報誌の概要

　平成26年4月より職員のメールアドレ
スが下記に変更になりました。 従来のもの
は使用できませんのでご了承ください。
なお、代表アドレスは変更ありません。
 新アドレス
職員名・部署名等＠ibaraki-welfare.or.jp

　県社協では、茨城県総合福祉会館を会
場にサロンコンサートを開催していま
す。7月から9月の開催予定は下記のとお
りです。ぜひお越しください。
■開催日時・内容
　・7月3日（木）12時10分～13時
　内容：琴・ピアノ  出演：ルネッサンス雅
　・8月5日（火）12時10分～13時
　内容：大正琴　出演：柴田音楽教室
　・9月（日程未定：決定後総合福祉会館
　ＨＰに掲載）12時10分～13時
　内容：ピアノ親子コンサート
　出演：山崎奈 ・々由美子
■会場
茨城県総合福祉会館1階　県民サロン
水戸市千波町1918番地
■問い合わせ先
茨城県社会福祉協議会　総務部（茨城
県総合福祉会館事務室）
TEL：029-244-4545

　発行時期：年4回（6/25、9/25、1/5、
　 　 　 　 　 3/25）
　発行部数：1号　9,000部
　配布先：県、市町村、市町村社協、
　　　　  県内福祉施設、県内福祉団体、    
　　　　  公民館、銀行、県内大学、
　　　　 専門学校、高校、ボランティア 
　　　　  団体等
　・サイズ・料金
　規格　1区画＝縦5.2cm×横8.75cm
　料金　1区画＝20,000円（消費税込）
　・掲載について
　掲載場所：県社協が指定した位置 
　掲載数：1号あたり最大8区画
■ホームページバナー広告
　・サイズ・料金
　規格　1枠＝縦50ピクセル×横160
　　　　ピクセル
　料金　1枠＝30,000円／3ヶ月（消費
　　　　 税込）
　・掲載場所
　県社協ホームページのトップページで 
　県社協が指定した位置
　・募集数（平成26年5月末現在）
　残り　2枠
■申し込み方法
　県社協ホームページ「広告の募集につ
いて」に掲載してある要項を熟読のうえ、
申込書と広告原稿電子媒体を下記あて
に郵送ください。
■申し込み・問い合わせ先
茨城県社会福祉協議会　企画室
TEL：029-241-1133

　皆さん、こんにちは。前号を担当された同期のつくばみ
らい市社協瀧村さんからバブル時代のネタをとの依頼をさ
れましたが、瀧村さんより2つ年下の私は、バブル時代の
イケイケムードってあまり経験していません。よって、話
題を変えて、私のオススメを3つほど紹介させていただき
ます。まず1つ目は、インディアカというスポーツです。
皆さんご存知ですか？ インディアカは、4人でチームを組
んで、スポンジ状の土台に社協職員が慣れ親しんだ、大き
な赤い羽根をつけたボールを手で打ち合いま
す。大会によりルールは異なりますが、私が
やっているのは、ソフトバレーと同じルール。
老若男女が簡単にできるスポーツです。皆さ
んもチャレンジしてみませんか？
　2つ目のオススメは、オートバイ。季節の“風”
の中を気の合う仲間達とのツーリングは最高
です。また、一人でふらっと、宛てもなく気

の向くままに走ってくるのもストレス解消になっていま
す。皆さんもバイクや自転車などで季節の“風”を感じて
みませんか？
　最後のオススメは、サッカー J2リーグ水戸ホーリーホッ
クの応援。同じ県内のJ1鹿島アントラーズももちろん応援
しておりますが、水戸ホーリーホックのホームスタジアム
は、自宅から車で15分。小さなクラブですが、地域密着。
J1昇格を目指しチーム・選手・スタッフ・サポーターが一
丸となって懸命に頑張っております。ビールを片手にスタ
ジアムで観戦。選手との距離も近く、テレビでは感じられ
ない臨場感は最高。皆さんも是非、ケーズデンキスタジア
ムに足をお運びになり、一緒に応援しましょう！
　いかがだったでしょうか？私の3つのオススメ。皆さん
のオススメも教えて下さいね。
　次回は、大洗町社協の栗原次長さんです。サッカーネタ
継続でよろしくお願いします。

茨城県総合福祉会館では、広く県民の皆様に気軽にご利用いただけるよう、県民サロンを

利用したサロンコンサートの開催や、ギャラリーでの展示会をはじめ、コミュニティホー

ル（定員296名）・多目的ホール・研修室の貸出しを行っています。各種講習会や研修・会議

等にご利用ください。

〒310-0851 水戸市千波町1918　TEL 029-244-4545  FAX 029-244-4548

茨城県総合福祉会館 利用の案内茨城県総合福祉会館 利用の案内
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　県社協では、本会の趣旨・目的にご賛
同いただける会員を募集しております。
会員の皆様からいただいた会費は、本会
の貴重な財源のひとつとして、県内の地
域福祉向上に活用されます。皆様のご支
援・ご協力をお願いいたします。
■対象
正会員：本会の趣旨・目的に賛同する社
会福祉施設及び社会福祉団体・社会福
祉関係団体等
賛助会員：本会の趣旨・目的に賛同する
個人または団体等
■会費
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ますのでお問い合わせください。
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　いてご報告いたします。
　・広報誌「いばらきの社会福祉」を送付
　いたします。
　・社会福祉大会にご参加いただけます。
■問い合わせ先
茨城県社会福祉協議会　総務部
TEL：029-241-1133
※本会ホームページにも詳細を掲載して
おります。

　
　
　県社協では，広報誌及びホームページ
バナーの広告を募集しています。
■広報誌「いばらきの社会福祉」広告
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福島第一原発の事故後、付近に暮らす住民の皆さんは
避難を余儀なくされました。今年で震災から早くも3年と
いう月日が経ちましたが、茨城県には今もそうした方々が
多く暮らしています。そんななか、NPO法人おたがいさ
までは、原発事故による避難者の支援活動を実施。それ
が、「ふくしま・ふれあい農園プロジェクト」です。
「まったく土地勘もなく、周りに親戚さえいない場所で
暮らすのは、誰だって相当のストレスと苦労が伴います。
そこで、家庭菜園を通じて避難者同士の交流が深まれば
と考えたのです」
と語るのは代表を務める只野光芳さん。只野さんは、
次のように当時を振り返ります。
「活動をスタートさせたの
は、東日本大震災から2年
が経過した2013年3月。ま
ずは、那珂市の休耕畑を借
りて、背丈ほどまで草が生
い茂っている土地を開墾す
ることからはじめました。
メンバーは10人ほどで、そ
のほとんどが、それまで浪江町や南相馬市などで暮らし
ていた40歳代から60歳代の方々ですね」
その後、多くの人からの協力や支援もあり、畑の広さ
は約4,200平米まで拡大し、ビニールハウスも設置。今で
は、季節に応じてトマト、ネギ、ジャガイモ、キュウリ、
かぼちゃ、ブロッコリー、丹波黒豆、トウモロコシ、大根、
白菜など、25種類以上の野菜作りを行い、常陸太田市
赤土町では蕎麦を栽培しているそうです。

そして、毎年、収穫し
た作物を使った芋煮会や
味噌作り、また蕎麦打ち
体験など、さまざまなイ
ベントを実施し、精力的
に活動の輪を広げていま
す。

農園のメンバーは毎週土曜
日に集まり、午前中に畑作業
を終え、午後は故郷の情報
交換を行うなど、会話を楽し
む時間。参加者のひとりで浪
江町出身の髙﨑さんは、「一
日中、家に閉じこもっている

と、ただただ時間だけが過ぎていってしまいます。その
ため、外に出て野菜作りを通じて同郷の人たちと会話を
することは、私にとって本当に大切な時間。なにより、浪
江弁を使って周りに気を遣わず、お喋りできる環境がい
いですね」と明るく話します。
そんな髙﨑さんと只野さんの出会いは、浪江町が町民

に向けて開催している「おしゃべり会」だったそうです。
そこから、髙﨑さんが
友人に声をかけ、メン
バーが増えていったとい
います。まさに、人と人
とのつながりで集まった
のが、農園の人たちな
のです。
最後に只野さんは、今後の展望について、「原発事故が

いつ終息するかはわかりませんが、さまざまな人と協力し
てメンバーを増やしていき、お互いに助け合いながら、一
歩ずつ前に進んでいきたいですね」と力強く語ります。
原発事故を機に、一度バラバラになってしまったコミュ

ニティの輪。それが野菜作りをきっかけに、ここ茨城で
再びつながりつつあると強く感じられる活動でした。

環境に配慮して再生紙と大豆油インキを使用しています

茨城県社会福祉協議会

発行者／
社会福祉法人

携帯電話で読み取るだけで
簡単に「茨城県社協HP」に
アクセスできます

ふくしま・ふれあい農園
プロジェクト

NPO法人 おたがいさま

はんどちゃんの紹介はんどちゃんの紹介
はんどちゃんは、「福祉コミュニティづくり県民運動」のキャラ
クターとして茨城県社会福祉協議会、茨城県内の市町村社会
福祉協議会を中心に活用されています。
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『だれもが  その人らしく  安心して暮らせる福祉社会の実現』をめざして

代表の只野光芳さん

この日も力を合わせて畑作業
お喋りは大切なコミ

ュニケーションの時
間

元気にお話をしてくださった髙﨑幸子さん

再びつながりつつあると強く感じられる活動でした。

この日収穫した白菜とブロッコリー

さまざまな野菜を育てている畑
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